
東院園池と周辺の調査 (第 99次 )

平城宮跡第 99次発掘調査は、東院地区東南隅にある園池跡を中心 とす る地域

(6ALF一 J・ K・ E・ D地 区)で行 った。 1967年 度に行 った第 44次調査で、

東院をめ ぐる大垣 およびその内狽1に 展開す る園池跡の一部を発見 した。今回の調

査はこの園池の規模を明 らかにす るとともに、北方に向 って次第に高まる地形の

もとで、東面大垣 および外濠がどのように遺存 しているかを確 かめることを 目的

とした。

発掘調査は 1976年 7月 26日 に開始 したが、諸般の事情か ら8月 19日 に

一応中止す るに至 った。その後、 10月 6日 か ら発掘を再開 し、 1977年 1月

17日 に調査を然了 した。

発掘地域 は北方か ら舌状にのびる台地が、沖積地に移行する部分 にあた り、地

山は砂地で軟弱であり、地下水位がきわめて高い。以下園池地区 (6ALF一 」・

K地 区)と 大垣地 区 (6ALF一 E・ D・ H地 区)に わけて説明を行 う。

A 国 池 地 区 (6ALF一 JoK)

園池は上・ 下三層にわかれ、大規模な改修を受 けている。発掘にあたっては、

まづ上層遺構を検出 し、 その後に上層池のバ ラスの大部分を除去 し、下層園池の

全貌を明らかに した。 この ことか ら、遺構は大き くA・ Bの 2時期にわかれ、 B

期はさらに 2小 期に細分す ることができた。

l A期 遣構

A期 の遺構 としては、 園池 SG5800Aを 中心に、掘込地業建物、石組溝が

み とめ られ る。

園池 SG5800Aは 、上層園池 SG58 00Bの 下部にの こっていた。 この

池は大垣に沿って鍵手に屈曲 してひろが り、東岸 と北岸の汀線を確認す るととも

に西岸の一部 も検 出 した。第 44次調査で検出 した南岸か ら測 ると、南北最大長

約 60協 となり、東西最大幅約 45.2陶 となる。
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池の入江や岬 は上層池によって破壊 されている部分が多いが、大体 の状況はた

どることができる。東岸に岬 2(SX8450、 SX8452)と 入江 2が ある。

西岸 には岬 2、 入江 5が あ る。東岸の南半部分を除いて、周縁の池底に石敷が残

存する。それは径 30翻 前後の馬平な安山岩を 2～ 6物 幅で、地 山の直上に敷 き

つめ る。池の中心部分の底には石敷がみ られず、細かい砂利を敷きつめている。地

面か ら池に移行す る序辺 は、如 山を急斜面に掘 りこみ人頭大の安山岩を積みあげ

た部分 (西 岸北方)と ゆるやか な斜面に挙大の円礫を葦 く部分 とがある。 こうし

た池は余 り深 くな く、現状では深 さは 50伽 内外 におさまる。

掘込地業建物 SB8480は 、下層園池の西岸が鍵手に屈曲 し、半 島状に張 り

出す部分につ くる。遺構は東西に長い口字形の掘込地業である。幅 2.5～ 3御、

深 さ 1.5物 の掘形を南北 11.5物 、東西 7.5物 の範囲にめ ぐらす。掘形の底には

人頭大の石を多数投げ入れ、その上で青灰色粘土 と砂 とを交互に積み固めている。

礎石の存在を示す根石な どは残 っていない。 このような掘込地業の上を B期 の整

地上 (茶 褐色粘土層)が覆 ってお り、 この建物の基壇 は B期 の改修時に徹底的に

破壊 されたことがわかる。なお、建物 としては桁行 3間、梁間 2間程度の ものが

想定で きる。

石組溝 SD8456は 下層園池の弟北隅に流入す る南北方向の溝である。幅 1

物内外の掘形を掘 り、底に属平な石を敷 き側石を立てたようだが、偵1石 はすでに

抜きとられてい る。 SG5800Aに 北方か ら水を供給す る施設である。

2 B期 遺構

B期 の遺構 としては、自池 SG5800Bを 中心に礎石建物 と、柱囲い 2、 塀

1、 掘立柱建物 と、桟敷 1、 渡廊 1、 橋 と、溝 1が ある。すでにのべ たように、

B期 は 2小期に細分 され る。

幽池 SG5800Bは 下層園池の上で全面的に改修 した園池である。下層の石

組や石敷などの施設を取 りはず し、底か ら岸辺にかけて全面 に暗灰色粘土を敷 き

つめ、その うえに 10翻 内外の厚さで玉石を敷いている。池の糾形 は下層園池を

踏襲す るが、東北隅を東方にひろげてほぼ大垣の位置までのば している。 これは
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給水路 SD8455を 東によせたためであろう。 ここには曲物を埋込んだ湧水を

とる設備がある (SE8454)。 llVや 入江の出入は深いが、油底を埋立てたた

め水深 30勁 内外の浅い池 となる。東岸に岬 2(SX8450、 SX8452)

が突出 し、大きな縞状片麻岩や安山岩の石組痕跡がある。西岸屈曲部は半 島状に

突出 し、先端に石組痕跡をとどめる (SX8459)。 北岸中央部にほぼ原形を

とどめる石組の築山がある (SX8457)。 この石組は大き く、最大径 1糊 前

後の安山岩や片麻岩の岩石を樹てな らべている。第 44次調査で南半を確認 して

いる中島の北半部を発掘区の西南隅で検出 した。やはり汀線に玉石を しき、片麻岩

の石組痕跡 がある。

礎石建物 SB8470は 園池の西岸にあり、東の部分を池中に没す る東西棟礎

石懲物である。その規模は桁行 5間 (15紹 )、 梁間 2間 (6物 )、 柱間寸法 は

ともに 3陶 (10尺 )等 間である。柱位置の多 くは根石によって くるが、池中に

第 4図  園池 SG5800 B(北 か ら)
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没す る東妻柱などには三笠安山岩を用いた 5個 の礎石を残す。棟通 りの東か ら 2

間分 には小礎石 と根石があり、床張 りであったことがわかる。付近か ら桧皮や瓦

が出土 しており、桧皮葺で棟に瓦をのせた屋根を想定 しうる。東妻か ら東西 2間

(36物 )、 南北 2間 (6物 )の 掘立柱がのびる。柱穴が小 さくかつ浅いので、

桟敷のごときものを付設 したのであろうか (SB8471)。

柱囲い SA8467・ SA8468は 礎石建物の前面に建つ。 SA8467は

北、 SA8468は 南 にあ り、 ともに東西 5間 (15糊 )の 掘立柱列。 おのおの

の東西両端柱の内寄 り 1.5物 の位置 に大型掘立柱を懲て る。柱根はすべて八角形

である。一般 には径 24翻程度だが、四隅内寄柱は径 56翻 と大 きく、横木を挿

入 した根が らみ痕跡がある (後 述の建物 SB8466の 礎板 として大型柱根が転

用されていた。一方、建物 SB8466か ら疑灰岩の八角柱根巻石や面取 りのあ

る板石が発見 されてお り、柱囲内の地面が切石によって舗装 されていたことが想

定できる。大型柱の性格は明らかでないが、鳥居の ごときものか もしれない。

以上の遺構が B期 のなかで も古い時期 (Bl期 )に 比定 しうるものである。つぎ

に B期 のなかで も後 に改修 された遺構 (B2期 )についてのべ よう。

塀 SA8469は 、柱囲い SA8467、 SA3468の うち西方の大型柱を

撤去 したあと、西面の四いを外へひろげたものである。すなわち、 1.5解 西への

ば した位置 に、 4間 (15御 +3η +3物 +1.5糊 )の掘立柱塀を増築する。

建物 SB8466は 柱囲い SA8467、 SA8468の 東の池中に浮ぶ。 こ

の遺構 も東方の大型柱を撤去したのちにつくるが、構造がやや複雑である。すなわち、

柱囲いの東端の柱を利用 して南北 4間 (9物 )、 東西 3間 (63物 )の総柱をた

てる。 この遺構が、床のみの桟敷様 の ものか屋根を もつのか明らかでないが、柱

間隔が変則的な ことや柱囲い広場の池中への拡張 とい うことを考慮 して前者を想

定 したい。南北の柱列を結ぶ西側の柱列にそって瀧木を利用 した杭 (SX8486)

があ り、西岸の護岸が このあたりにあったことを示す。西か ら 2列 目の柱列は西

方の SA8469と 対称位置 にあり、 この柱列のみは高 さを柱 囲いに揃えている

可能性がある。東側の柱列の うち、南の柱間が広いのは渡廊 SC8465と つな
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ぐためであろう。

渡廊 SC8465は 建物 SB8466の 東南隅 と池 の東岸を結ぶ、幅 1間 (2.

4糊 )で長 さは 3間 (10,8翻 )で ある。

以上が B2期 の遺構だが、池の東北隅で南北に架ける橋については時期を決めが

たい。 この橋は長 さ 6間 (13.5翻 )、 幅 1間 (3阿 )の 掘立柱の橋脚である。

3遺 物

園池 SG5800A・ Bを 中心に多量の土器、瓦類、木製品、 自然木、種子な

どが出土 した。 と くに上層園池からの出土量が多い。

木 簡

礎石建物 (SB8 470)の 東妻柱付近における上層園池の堆積土層か ら付札 2

点が出土 した。それは布 の給付に関するものか、「貞雄方一丈」、「忠安方二丈」

とか く。同 じく上層園池東北隅砂浜に あ る遺物堆積土 中か ら、「第十五横」とか

く付札が出土 している。

瓦 類

軒平瓦 100点 、軒丸瓦 96点、鬼瓦 2点、面戸瓦 1点、線釉平瓦 2点、水波

文 蒔 1点、埓類な どと多数の丸平瓦が出土 した。

平城宮瓦 I期 (和 a「l～養老年間)の 瓦は、軒丸瓦

5点に とどまる。 こ期 (養老～天平年間)の 瓦 と

しては軒丸瓦 24点 (全体の 34.2%)、 軒平瓦

23点 (44.0%)が あ り、出土量の大半を占め

る。それ らのうち 6225、 6308、 6663、

6681型 式が多数を占める。 Ⅲ期 (天平勝宝年

間)の 軒瓦 は、軒 丸瓦 19点 と軒平瓦 13点 とで

あ り、 6282、  6133、  6296、  6721、
第 6図  S B 8466出 土鬼瓦

6691、  6689型 式で構成 している。Ⅳ期 (天平宝字～神護慶雲年間)の 瓦

には 6760、 6801型 式などがあるが、少量であ る。

鬼瓦のうち 1点 は建物 SB8466の 南側柱の礎板に転 したもの。押熊瓦窯跡
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出上の鬼瓦 に類似 し、 Ⅱ期に属す る。他の 1点 は礎石建物 SB8470の 東南隅

柱付近か ら出上 した。

下層園池の底 (灰 色砂面)か らは 6225、 6663、 6668型 式が lTl上 し

ており、すべて 工期に属す る。上層園池のバ ラス敷か らは Ⅱ期瓦 とともに 628

2、 6133、 6296、 6721、 6691A型 式な どⅢ期の瓦が出上 した6

上層園池の堆積土か らは、 Ⅱ oШ 期瓦 と ともにV期 の 6760、 6801型 式の

瓦 が出上 した。

このような状況か ら、A期 の掘込地業懲物 (SB8471)に は平城宮瓦 Ⅱ期

の瓦を葺いていたことが想定できる。 B期 の建物はⅡ、Ⅳ期の瓦を混 即す るが、

Ⅲ期の瓦を主体 としていたことがうかがえる。

土 器

土師器、須恵器、施釉 陶器 とともに、磁器や瓦器が出上 した。

施釉 陶器 上層園池の西岸の礎石建物付近の堆積土や整地上層か ら集中的に出

上した。緑釉陶器 としては香炉蓋、三足盤、皿な ど 10点 がある。灰釉 陶器は皿、

杯、三足盤、瓶などの 20点である。 いずれ も平安時代初期の型式にぞ くす る。

黒色土器 量的に少ない。珂ヽ型壷、三足盤、杯、皿、風字硯 などが出上 した。い

ずれ も上層園池の堆積土か らの出上で、施釉陶器 と同時期である。

土師器、須恵器 上層園池の堆積土か ら多量の平城宮土器Ⅶ (825年 頃)に

ぞ くす る土師器、須恵器が出土 した。それ らは東西の岸辺でかたまって発見され
〔所河

た。 なかに墨書するものがあ り、判読できるものに「蔵人□」、「宮」、「□道」
〔義力〕

「…為嶋在……応□」、「土□」、「…互…」な と力dあ る。

下層園池には小量ではあるが、平城宮土器Ⅲ (750年 頃)の 上師器・ 須恵器

がともなっていた。

木製品

木製品や建築部材な ど 238点 が出上 している。いずれ も上層園池にともなう

もの。

建築部材 としては柱囲い (SA8467、 SA8468)の 大型柱の八角形柱、

-17-



根がらみ材、根太、楔な どがある。上層園池の堆積土か ら出土 した斗形の雛形 は

注 目すべきもので、八角円堂の部材であり、第 44次調査で発見 した八角円堂 と

の関係が想定できる。 また東岸の付近か らは桧皮の出土が顕著であ った。

木製品には挽物 円盆、蓋、高杯、曲物、杓子、箆、箸、漆器蓋、布巻 き軸、杵

形、下駄、削 り掛 けなどがある。 いずれ も上層園池 にともな う。

金属製品ほか

上層園池 にともなって、鉄釘、鉄鎌、銅留金具、和銅開弥、神功開宝などが出

上した。また、砥石や紡錘 もあった。

植物遺体

上層園池 の堆積土層には多 くの種子や木葉があった。内容はマツ類の球果、モ

モ、 クル ミ、 ウメ、 ヒシ、アラカシ、セ ンダ ン、アシ、 ミク リなどの種子 とアラ

カシの葉で あった。ほかに水草 も多い。

B 東面大垣地区(6ALF― E・ DoH)

園池地区の東側は、東面大垣に比定 されている里道が一段高 くのこり、外狽1に

坊間路の幅をたどりうる約 30初 幅の水田が南北につ らなる。外濠の推定線で史

跡指定がなされて いるため、調査範囲は水 田の半分 に限 られた。

1遺 構

検出 した主な遺構には、築地大垣、同東雨落溝、東面外濠、暗渠、塀、掘立柱

建物な どがある。

築地大垣 SA5900は 、第 44次調査で確認 した南端か ら、 113.0解 北方

まで調査 したことになる。 E区ではすでに削平 されていたが、 H区では基底部が

よ く保存 されている。築地本体 は道路敷のため幅員などを全体 にわたって明 らか

にしえなか った。築地は後述す る東雨落溝 のあた りか ら掘込地業を行い、本体は

版築でかためる。築地本体の幅は約 3糊 である。

大垣東雨落溝 SD5815は 、築地の端か ら東へ約 1.5物 をへだてて南北にの

びる。幅 70～ 1lo翻 、深 さ 40翻程度で、砂質上が堆 積す る。 H・ D区 では両
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側を丸平瓦で護岸 している。

暗渠 SD8436は 、 H区 において築地下を流れて宮外の外濠 SD5780に

排水する暗渠である。暗渠は幅 1.2物 、 深 さ 50翻 の掘 形をおよそ東 雨落 溝を

横断す るあたりまで掘 りこみ、そのなかに ヒノキの板材で細上げる。現在蓋板を

とどめないが集地本体 にあたる部分 は、凝灰岩切るで補強す る。東雨落溝 と外濠

との間にある婦地の間は素掘 りの開渠 となる。なお、外濠が埋立て られたのちは、

流路を南に変えている。

東面外濠 SD5780は 、東雨落溝か ら幅約 5物 の嬬 地をへだてて南流する大

溝であり、二坊坊間路の西側溝で もある。満の幅員は 6糊 内外、深 さ 60靱 内外

で、護岸の施設などはない。E・ D区 では細かい砂が主 として堆積す るが、H区で

は粘質上が堆積 し多 くの遺4/2を 合んでいる。 H区 の南端の暗渠 SD8436の 流

入す る部分は一種の凹みを呈 し、多量の木筒が出土 した。木簡のなかに天平末年

の年紀をとどめるものがあ り、廃絶時の 1点を しることができる。 また、外濠の

堆積 はこの下に もあり、そ こか らは平城宮土器 Ⅱが出土す る。

H区 の外濠は奈良時代 の後期に埋立て られ、婦地か ら外濠の直 上にかけて柱穴

がある。

2遺 物

遺物 は主 として H地 区か ら出上 し、 E・ D地 区か らの出土量は少ない。

木 簡

165点 の本簡 と 414点 の同削片が出土 した。それ らはすべて外濠か らの発

見であり、なかで もH区 の出土量が多い。 その内容は、平城宮内の食料関係を扱

う官司の文書類 に集中 しており、一括遺物 としての性格を もつ。また天平 15、

18、 19、 20年 の年紀がある。そ うした木簡のなかに「東 箆」 と記す るもの

があり、園池地区を東 歯に比定 しうるか もしれない。

土 器

多量の土師器 と須恵器のほか、小量の灰釉陶器、青磁、墨書土器がある。外濠

の下層か ら平城宮土器 I(730年 頃)が 多量に出上 しており、外濠の存続年代
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を しることができる。塁書土器 としては「宮」、「佐良 酒邪」と記す ものがある。

施釉陶器 としては、緑釉皿、灰釉皿が 整地上から出上 している。

瓦靖類

瓦類 は、大垣に葺 いた ものとみ られ、軒平瓦 69点、軒丸瓦 92点が出土 した。

主なものは平城官瓦 Ⅱ期 の瓦で、 6308、 6225型 式などの軒丸 40点 (4

3.5%)、 軒平瓦 32点 (46.4%)で ある。 Ⅲ期に属す る6282、 6133、

6721型 式は、軒丸瓦 21点、軒平瓦 29点である。Ⅳ期以降の瓦は少な く、

6138、 6760型 式が各 3点出上 したにとどまる。 こうした瓦の多 くはH区

の瓦溜 SK8441か ら出上 した。

木製品

外溝な どから、糸わく、糟、曲物、杓子、

品、円座、む しろなどが出上 した。

C おわ りに

砧状厚板、櫛、人形、木釘、漆塗皮製

先年か らの第 39・ 44次調査などによって、東院が奈良時代前年 (天平初年 )

にはすでに造営されてい ることが明 らかである。今回の調査で も、東面大垣の所

用瓦、外濠下層出上の上器などの年代は、 さきの推定 と矛盾 しない。 もちろん、

6ALF一 H地区の外濠 にかざれば、奈良時代の後半に埋められ小路か らの導入を

容易に した ことが うかが われる。

大垣 内に形成す る園池遺構の造営年代を決める手掛 りをえることはで きなか っ

たが、 これに先行す る奈良時代の遺構は存在せず、東院の成立当初か ら園池 とし

て計画 されていた可能性 がつよい。下層園池は破壊 されている部分が多いが、ほ

ぼ輪郭をた どることがで きる。岸辺に沿 って局平な石を敷 きつめるなどの技法は、

前年度に発掘 した左京三条二坊六坪の北宮園池 と類似 しているが、その縁辺に玉

石を竪にな らべ るなどの技法はみ られない。北宮園池 よりも作庭の時期が下 るた

めであろう。 この園池は西岸に建つ基壇建物か ら観賞するのであろうが、 ここに

至るまでの道路な どの施設については今後の調査にま たなければな らない。
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上層園池への改修は出土遺物によ って天平勝宝年間に想定 しうる。 この園池は、

岸や底 を玉石やバ ラスで敷 きつめるため、下層園池 とはかな り趣 きを ことに して

いる。石組の中心を北岸の中央におき、西岸につ くる礎石建物、柱囲いなどが主

殿にな っている。 さきに調査 した東南隅にある八角円堂 とは柱を八角形につ くる

などの共通点があ り、一貫 した様式の建物で揃えていたことが推測 され る。その

後、池中に桟敷状の舞台をつ くり、渡廊をへて東岸にわたる施設が増 置されるが、

その基本構造は変化 していない。

こうした上層池 は、平安時代まで存続す る。最終段階の遺物 として施釉陶や木

器の食器類 が、主要殿舎であるSB8470付 近に集中 し、一般の上師器や須恵

器が東岸北部に集中 していることは、利用状況を しる一つの手掛 りとなる。
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